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本
法
律
案
は
、
恩
給
受
給
者
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
扶
助
料
制
度
間
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
恩
給
年
額
の
改
定

方
式
の
見
直
し
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
公
務
関
係
扶
助
料
の
遺
族
加
算
の
年
額
を
普
通
扶
助
料
の
寡
婦
加
算
の
年
額
と
同
額
に
引
き
上
げ
る
等
、
扶
助
料
制
度
間

の
不
均
衡
是
正
の
措
置
を
講
ず
る
。

二
、
恩
給
の
年
額
改
定
方
式
に
つ
い
て
、
恩
給
年
額
の
水
準
を
公
的
年
金
の
引
上
率
に
よ
り
自
動
的
に
改
定
す
る
制
度
を
導
入

す
る
。

三
、
重
度
障
害
の
成
年
の
子
へ
の
転
給
に
つ
い
て
、
公
務
員
の
死
亡
当
時
か
ら
引
き
続
き
重
度
障
害
等
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を

要
件
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
恩
給
の
受
給
権
が
消
滅
し
た
場
合
等
に
お
け
る
過
誤
払
い
分
の
金
額
に
つ
い
て
、
事
務
の
合
理
化
の
観
点
か
ら
、
相
続
人

等
に
支
払
う
べ
き
扶
助
料
か
ら
の
充
当
等
に
よ
っ
て
調
整
が
可
能
と
な
る
よ
う
規
定
を
整
備
す
る
。

五
、
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
四
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


